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今
回
は
、
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第

三
巻
「
近
世
編
」
の
中
か
ら
、
江
戸
時

代
の
生な

り
わ
い業

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

村
明
細
帳
と
大
窪
町

　
江
戸
時
代
の
日
野
に
は
、
市
街
地
を

成
し
て
い
た
町ま

ち
ば場

、
街
道
沿
い
で
宿
駅

が
お
か
れ
て
い
た
村
、
純
農
村
な
ど
が

見
ら
れ
ま
す
。
当
時
は
、
家
数
、
人
口
、

生
業
（
職
種
）
な
ど
を
詳
細
に
ま
と
め

た
「
村
明
細
帳
」
が
町
・
村
ご
と
に
作

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
こ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
戸
主
の
生
業

で
あ
り
、
例
え
ば
、
農
家
の
二
男
が
商

売
を
し
て
い
て
も
、
そ
の
家
の
生
業
は

百
姓
で
あ
る
な
ど
、
村
明
細
帳
が
必
ず

し
も
実
態
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

現
在
、
村
明
細
帳
は
い
く
つ
か
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
生
業
の
様
子
と
推
移
が

よ
く
分
か
る
事
例
と
し
て
、
町
場
の
一

つ
で
あ
る
大
窪
町
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
大
窪
町
の
明
細
帳
に
は
、
①
正
徳
二

（
一
七
一
二
）
年
、②
元
文
三
（
一
七
三
八
）

年
、
③
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
の
三

点
が
あ
り
、
百
年
以
上
の
経
過
の
比
較

が
可
能
で
す
。

　
大
窪
町
の
生
業
や
家
数
、
人
口
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。
家
数
は
約
八
百

〜
九
百
軒
で
増
減
し
て
い
ま
す
が
、
人

口
は
四
千
人
超
か
ら
三
千
人
以
下
と
な

り
、
千
人
以
上
（
約
三
割
）
も
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
は
享
保
の
飢き

き
ん饉

（
一
七
三
二
〜
三
三
）
や
天
明
の
大
飢

饉
（
一
七
八
二
〜
八
七
）
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
な
お
、
日
野
市
街
地
の
大
半
が
焼

け
た
と
い
わ
れ
る
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）

年
の
大
火
で
は
、
大
窪
町
の
焼
失
民
家

は
七
八
〇
軒
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
明

細
帳
か
ら
も
こ
の
数
字
が
ほ
ぼ
裏
付
け

ら
れ
ま
す
。

大
窪
町
の
生
業

　
日
野
を
特
徴
づ
け
る
生
業
と
し
て
、

商
人
と
塗ぬ

し師
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
商
人
に
は
、
他
国
商
人
（
日
野
商
人
）

と
担

に
な
い
う
り売

商
人
（
地じ

あ
き
な商

い
商
人
か
）
が
い

ま
し
た
。
①
で
は
三
八
〇
人
と
約
八
〇

人
、
③
で
は
四
二
二
人
と
約
九
〇
人
で
、

い
ず
れ
も
約
一
割
の
増
加
で
す
。
な

お
、
②
が
①
③
と
比
べ
て
数
値
が
低
い

の
は
、
②
が
軒
数
表
示
で
あ
り
、
①
③

が
「
子
供
・
手
代
」
を
含
む
人
数
表
示

だ
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
日
野
商
人
の
主
力
行
商
品
で
あ
っ
た
日

野
椀
を
製
造
し
た
塗
師
は
、
①
九
〇
軒
か

ら
約
二
五
年
で
②
五
五
軒
と
半
減
し
、
③

で
は
八
軒
に
ま
で
激
減
し
ま
し
た
。
同
下

職
人
も
、
①
三
〇
〇
軒
か
ら
③
二
二
軒
と

一
割
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
国
商
人
と
塗
師
（
下
職
人
等
を
含

む
）
の
職
種
構
成
比
率
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
他
国
商
人
は
①
九
・
三
％
か

ら
③
一
四
・
三
％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
塗
師
は
①
四
五
・
五
％

か
ら
③
三
・
七
％
と
、
全
戸
数
の
半
数

近
く
か
ら
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
商
人
が
増
加
す
る
な
か
で
、
衰
退

す
る
日
野
椀
に
代
わ
っ
て
、
主
要
行

商
品
と
な
っ
た
の
が
売
薬
で
す
。
そ

の
代
表
が
、
初
代
正し

ょ
う
の
げ
ん
ぞ
う

野
玄
三
が
正
徳

四
（
一
七
一
四
）
年
に
創
製
し
た

萬ま
ん
び
ょ
う
か
ん
の
う
が
ん

病
感
應
丸
で
す
。
正
野
家
の
純
資
産

推
移
を
み
る
と
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）

年
が
最
高
額
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
塗
師
の
減
少
す
な
わ
ち
日
野

椀
衰
退
が
始
ま
り
か
け
た
時
期
と
重

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
村
明

細
帳
は
多
く
の
歴
史
的
情
報
を
与
え
て

く
れ
る
貴
重
な
史
料
な
の
で
す
。
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こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
ま
し
た
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
は
、
第
一
巻
「
自
然
･

古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近
世
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」
、

第
六
巻
「
民
俗
編
」、
第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、
第
八
巻
「
史
料
編
」
と
な

り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
、
一
冊
四
、
〇
〇
〇

円
で
好
評
販
売
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

*表記は史料のとおりです

年　代 生業（軒数、人数） 総件数・人数

①
正徳 2年
（1712）

医者（9 軒）、外科（2 軒）、目医者（1 軒）、針医者（2 軒）、山伏（1
軒）、安摩（1軒）、座頭（1軒）、塗師屋（90 軒）、他国商人（380 人
余）、塗師下職人（300 軒）、大工（12 軒）、鉄砲鍛冶（6軒）、農鍛冶（1
軒）、鉄砲金具屋（1軒）、鉄砲台屋（2軒）、左官（2軒）、担売商人（80
人程）、費用取（70 人程）、指物屋（5軒）、桶屋（7軒）、酒屋（8軒）

857 軒
4,100 余人

②
元文 3年
（1738）

百姓（71 軒）、大工（18 軒）、鉄砲師（4軒）、野鍛冶（3軒）、酒屋（5
軒）、塗師（55 軒）、諸職人（267 軒）、商人（225 軒）、木地・漆問屋（1
軒）、日傭（17 軒）、医者（15 軒）、外科（3軒）、酒屋（8軒）、目医者（2
軒）、按摩（5軒）

905 軒
3,657 人

③
文政 8年
（1825）

医者（5軒）、目医者（1軒）、外科（1軒）、按摩（1軒）、塗師屋（8軒）、
塗師屋下職人（22 軒）、他国行商人（422 人）、大工（26 人）、鉄砲
鍛冶（2軒）、鉄砲台屋（1軒）、鉄砲金具屋（1軒）、農鍛冶（3軒）、
左官（2人）、担売商人（90 人程）、日雇（100 人程）、指物屋（10 軒）、
桶屋（9軒）、酒屋（4軒）

810 軒
2,942 人
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